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真崎浦・大山下・細浦・新川（田エリア）座談会（令和６年度１回目まとめ） 

１ 実施日時 
令和６年７月１７日（水） １８：００～１９：３０ 

 

２ 参加者 
真崎浦土地改良区，新川土地改良区及び細浦土地改良組合関係者，東海村農業

委員，東海村農地利用最適化推進委員，転作実践委員会関係者，エリアの農業

者及び中心的担い手，東海村農業委員，農地利用最適化推進委員，ＪＡ職員，

茨城県県央農林事務所職員，東海村職員（事務局） 

 
計３７名 

【座談会の様子】 
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３ 内容 

（１）計画（案）の確認 
 ・令和５年度の座談会で出された意見をまとめ，計画（案）を以下のとおり作

成。 

・現時点では計画書の文言は大きな修正はなく公表する予定であるが，今後の

座談会において，意見が出た場合は修正を加える。 

・最終的には，目標地図と計画書はリンクさせていく。 
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（２）目標地図たたき台の確認 
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 （２）目標地図についての話し合い 

  ・事前に実施した担い手ミーティングの話し合いに基づき作成した目標地図の

たたき台について話し合いを行った。 

＜話し合い前の目標地図たたき台＞ 
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＜話し合い後の目標地図たたき台＞ 
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    ＜目標地図に対する参加者の意見＞ 
（話し合いからの意見） 

・地図に載っていない方がいたので追加を考えてほしい。 

・真崎浦は中央排水路を境に高いところと低いところに分かれている。なるべく一列

で同じ方が耕作した方が良い。 

・現状，区画が小さい圃場や草刈りが大変なところがあり，区画拡大は必要になって

くる。 

・真崎浦の地域はため池がないため，ため池の整備も将来的に考えていきたい。 

・将来的にスマート農業を進めていくために，クロの除去等が必須となっていく。 

・目標地図で担い手を決めていくことは良いが，この担い手の方々が何らかの理由で

耕作できなくなった場合のためにも，新たな担い手の発掘は引き続き行っていく必要

がある。 

・目標地図のたたき台としては問題ないが，理想の地図を作る上では，もっと集約し

ていける方が良い。 

 

（アンケートからの意見） 

 ・制度を高めていってほしい。 

 ・単紙に圃場の割り振りをするのではなく，改良区等の水利を考えた圃場を割り付け

るべき。 


